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大阪府埋蔵文化財調査報告 2009-14

跡迫退桑 Ⅱ

安威川ダム建設事業に伴う桑原西古墳群の調査

大阪府教育委員会



はじめに

大阪府茨木市は、市街地にあたる平地と京都へと続く山間部からなります。桑原遺跡が所在す

る山間部への入口は、豊かな自然に加えて、遺跡や石造物をはじめとする多くの歴史遺産にも恵

まれています。しかしながら、今回の調査区に近接する安威川上流域は安威川ダムの建設により、

今まさに、大きく景観を変えようとしています。

平成 16年度から開始した発掘調査により、安威川が大きく屈曲する微高地にあたる桑原地区

に、弥生時代から中世にかけての長期間にわたる桑原遺跡と、古墳時代終末期を中心とする桑原

西古墳群とが存在することがわかりました。調査区の北東には藤原鎌足の墓といわれる阿武山古

墳が国史跡として、北西には蒔敷きの石室を持った初田古墳群が移築保存され見学できる施設と

して存在し、桑原地区はそれら残された 7世紀の古墳が集中する特異な歴史環境に包まれていま

す。本報告は、桑原西古墳群においてみつかった横穴式石室の調査成果を中心として、平成 19

年度に刊行した桑原遺跡の調査報告を補完するものであります。この調査成果は、その地域性の

ある環境を解明するための重要な手がかりになるものと言えるでしょう。

この地に恵まれた豊かな自然と歴史遺産が姿を変えつつあることを再確認し、幸運にも残され

る遺産に目を向け、地域府民のより豊かな質の高い生活環境とは何であるかということを振り返

るきっかけにしていただきたいと考えております。

上記の成果を得た調査の実施にあたっては、大阪府都市整備部安威川ダム建設事務所、茨木市

教育委員会、地元自治会各位をはじめとする多くの関係者の方々にご協力いただきました。深く

感謝するとともに、今後ともこの地における文化財保護行政にご理解、ご協力をお願いする次第

であります。

平成 22年  3月

大阪府教育委員会事務局

文化財保護課長 野口 雅昭

‐―――‐――匠



例百

1.本書は、大阪府教育委員会が、大阪府都市整備部の依頼を受け、安威川ダム建設事業のうち

残土処分地「桑原地区」について平成 16～ 18年度に実施した、茨木市桑原所在、桑原西古

墳群の発掘調査の報告である。平成 19年度の調査成果報告後、平成 20年度に継続して整理

をおこなった結果新たに得た知見について平成 21年度に本報告書の作成をおこなった。調査

番号は平成 16～ 17年度が 04040・ 05002、 平成 17～ 18年度が 05045006001である。

2.調査は、文化財保護課 調査第一グループ主査 一瀬和夫 (平成 16～ 18年度)(現・京都

橘大学)、 技師 小川裕見子、特別嘱託員 堀江門也 (平成 16・ 17年度)が担当し、遺物整

理は調査管理グループ主査 三宅正浩、技師 藤田道子が担当した。

3.調査に要した経費は、大阪府都市整備部が負担した。

4.調査の実施にあたっては、大阪府都市整備部、茨木市教育委員会、安威川ダム建設事務所を

はじめとする諸機関、諸氏の協力を得た。

5。 本書の編集は、小川が担当し、執筆は一瀬・小川がおこなった。文責は各々文末に記した。

6.本書に掲載した遺構写真の一部及びすべての遺物写真の撮影は、有限会社 阿南写真工房に

委託した。航空写真測量については平成 16年度は玉野総合コンサルタント株式会社大阪支店、

平成 17・ 18年度は株式会社航空撮影センター大阪支店へ委託した。

7.本報告書は、300部を作成し、一部あたりの単価は 368円である。

*付図の石室床面平面図において、土器に付随する番号は、大阪府教育委員会 2008『桑原遺

跡』安威川ダム建設事業に伴う桑原地区の調査 大阪府埋蔵文化財調査報告 2007-4で報告し

た、各々の古墳から出土した土器の番号に対応するものであり、実測図等についてはこれを参照

されたい。
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桑原西古墳群の概要

調査に至る経緯

桑原遺跡のある安威川ダム建設に伴う残土処分計画地である桑原地区においては、約 100,000

∬の国場整備が計画された。著しい量の盛土に埋没する南半分の一部について、平成 15年度に

約 30,000面を対象に試掘調査を行った結果、平成 16年 3月 に新規発見遺跡となった (註 1)。

平成 16年度は桑原遺跡とされた範囲の南東部低地部分、5180∬ の発掘調査を実施し、平成

17年度は下半期より、平成 16年度調査区に囲まれるように農作用グラスハウスが存在してい

た遺跡の中央部北側の高台部分 3880Mの調査を実施した。この調査では、前年度調査区と同様

の掘立柱や溝の遺構に加え、古墳時代終末期の群集墳を発見した。この調査は平成 18年度上半

期まで継続し、下半期に検出遺構から得た資料及び出土遺物の整理作業を行った。平成 18年 4

月 22日には現地説明会を行い、約 900人の来場者に調査経過を公開した。

また、大阪府文化財情報閲覧システム (註 2)において、調査地から古墳を検出する以前より、

調査地の東側に急上昇する尾根に「桑原古墳群」という名称の遺跡が存在した。その桑原古墳群

と、新規発見の桑原遺跡内の群集墳との関係を確認するために、平成 18年度上半期に3国にわ

たって周辺の踏査を行った。調査所見の検討の結果、地図上の桑原古墳群は実際よりもやや西に

ずれた位置に存在しており、現在は当該古墳群は安威川ダム建設関連事業の道路付け替え工事に

よって削平・消失した可含留l■が高い。

この検討の結果、推定される桑原古墳群の原位置は、2008年 2月 14日当時にマーキングさ

れていた桑原西古墳群の西約 80m付近に位置すると推定する。これは、桑原遺跡に繋がる尾根

とは別の方向にのびる尾根上にあたり、そこで

一旦途切れることから、新規発見の群集墳は別

の古墳群とみなすべきと判断した (図 1)。 ま

た、調査区の北東にある丘陵の現況においての

裾部付近に3カ所の古墳状隆起は存在する。調

査区との距離や尾根に対する分布状況からも、

こちらは同一の遺跡であると考える。以上の事

項から、桑原遺跡内に新しく発見された南北

80m、 東西 70mに密集分布する古墳時代終末

期の古墳範囲、及び現 。桑原古墳群の西南方向

約 100mの辺り辺りに存在する古墳状隆起を

合わせて、桑原西古墳群とした。

現在、桑原西古墳群の主要地方道茨木亀岡線

以南は、ダムエ事によって排出される残土の
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ミ

図 1 調査位置図
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●

1
円 千成 16年度調査区

Al A2 桑原 Ⅱ期 円 資丘北1/3の み残存

Al 桑原Ⅲ期 3 円 糸91290 無袖 370+α 132 Nl° E 銀大 1 有

鮮
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*築造時期に関しては、第 H章 第 4節における桑原古墳群の形成過程を参照されたい。

表 1 古墳一覧
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桑原西古墳群古墳分布図 いる。 (一瀬 和夫・小川 裕見子)



調査のIFE要

桑原地区は大阪府茨木市の山間部への入口にあたる。京都府亀岡市に源を発し大阪府茨木市を

流れる安威川は、山間部から平野の低位段丘部に抜ける途中で S字に大きく蛇行する。この蛇

行部において、西側に張り出す微高地に桑原遺跡は位置する (図 1)。 遺跡の西北から南側にか

けての安威川を挟んだ対岸は、大阪層群から構成される丘陵部である (註 3)。 東の高槻市側は、

傾斜の急な丘陵斜面をもつ阿武山が存在する。この阿武山の南から対岸の丘陵部裾の安威 4丁目

付近にかけては活断層が存在する。桑原地区より上流にあたる生保地区でも安威川は大きく蛇行

しており、これは付近に平行して 3本存在する活断層の影響をうけたものであり (註 4)、 今回

の調査区を囲む地区における流路の蛇行も同様の起源による可能性がある。

調査の結果、桑原西古墳群は古墳時代終末期に形成された群集墳であることがわかった(註 5)。

群集墳内の造墓ピーク期は、横穴式石室の形状及び石室内より出土の副葬土器から、 7世紀第

2四半期後半～第 3四半期前半が中心であり、一部その前後に築造された古墳も含む。密集して

築造された墳丘や群の形成過程を追っても、造墓は7世紀初頭 (も しくは6世紀の最終末)～ 7

世紀第 3四半期までの極短い期間に集中的に、また隣接する4支群が並行して形成されていった。

群内の 3つのグループはさほど大きな時期差はなく併行して形成されたが、地形的に高地で一

番条件の良く、尾根の稜線からやや下った位置を埋めるAl及びA�支群が一番早くに形成され、

空いた位置を埋めるように両脇の B・ C両支群が続いて形成されていったと考えられる。特にC

支群の北半は墓域東限の谷に近い位置に形成され、立地条件の悪さや、墳丘形態の特徴からも、

形成時期が遅れたと考える。各々の古墳の築造時期を検討した結果、時期が下るほど、石室や墳

丘のつくりが簡素になり規模も縮小されていくという畿内における横穴式石室の一般的な傾向に

は、この群内においては同調しない。

副葬土器より追葬は8世紀に入っても行われており (A8号墳 。Cl号墳など)、 一時の空白

期が存在した可能性はあるが、中近世遺物の出土状況から再利用の様子もうかがえる。埋葬時の

原位置を保った副葬土器が存続するにもかかわらず、新しい遺物が石室内から出土していたこと

(Cl号墳内の瓦器椀やC3号墳東横石垣のキセルなど)か ら、古墳という先人の墓であること

を認識しながら、再利用されていたであろう。墳裾を囲う溝、雛壇造成の境界の位置などからも、

古墳が集中するエリアを墓域として長く認識していたであろう。 (/JヽナH)

(註 1)大阪府教育委員会 2005『大阪府教育委員会文化財調査事務所年報』 8

感註2)http://116900sv001/osttiseki/info/soloview asp?mode‐ mb&ID=9276&NO=0

(註 3)宮地良典・楠利夫・武蔵野賞・田結庄良昭・井本伸広2005『京都西南部地域の地質 地域地質研究報告(5万分の 1地質図幅)』

産総研地質調査総合センター

(註 4)財団法人 大阪府文化財調査研究センター 1997『安威川総合開発事業に伴う文化財等総合調査中間報告書』 財団法人

大阪府文化財調査研究センター調査報告書 第 9集

(註 5)桑原遺跡及び桑原西古墳群の調査成果については、大阪府教育委員会 2008『 桑原遺跡習安威川ダム建設事業に伴う

桑原地区の調査 大阪府埋蔵文化財調査報告 2007-4 を参照されたい。
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くわのはらにしこふんぐA

桑原西古墳群
いばちきし くわのはら

茨木市桑原 27221 135 34'51'20“ 135°34102
::::毎 :::志目;

::::毎とlf」を目;
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安威川ダム

建設事業

所収遺跡名 種 丹ll 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

桑原遺跡

桑原西

古墳群

古墳 古墳時代 横穴式石室を伴う群集墳 土師器、須恵器、陶棺、

時、耳環、ガラス玉、鉄釘、

刀子、人骨片、歯等

調査区中央部の

微高地の斜面上に、
古墳時代終末期の

群集墳。

要 旨 谷に囲まれた微高地の斜面に新規発見の古墳時代終末期群集墳が存在した。墓域は谷とともに埋没していた23基

以上の古墳を密集して検出した。埋葬主体の残るものは横穴式石室が主であった。

大阪府埋蔵文化財調査報告2009-14

桑 原 遺 跡 Ⅱ
一安威川ダム建設事業に伴う桑原西古墳群の調査―
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l 暗黄灰色 シル ト～細砂 黒土・転落石混

2 オ リープ黒色 シル ト 転落石混

3 オリープ掲色 粘質シル ト～細砂 (地山)
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4 暗青灰色 シル ト～細砂 (地山)
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8 暗オリーブ灰色 粘質土 礫混
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